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「新型ウイルス」への対処を考える 

 

中国武漢を発生源とする新型コロナウイルスによる影響は、グローバル化した世界各地

に深刻な影響を与えています。これを「COVID-19」と命名した世界保健機関（WHO）は、

感染が世界 117 カ国・地域に広がり、感染者は 12 万人、死亡者数も 4200 人を超えたこと

を受けて、3 月 12 日には遂に「パンデミック」（世界的大流行）を表明。経済面でもパニッ

クに近い状況が生じ、全世界に「恐れのパンデミック」が蔓延しています。 

マスクや消毒液を求める長蛇の列、政府要請による学校閉鎖、コンサート・イベントの中

止などの事態を受け、キリスト教会も諸集会を見合わせるなど対応を迫られています。 

「神の宮」である自分自身を感染症から守ることは当然ですし、周りの方々への拡散を可

能な限り排除することも隣人愛の実践として大切でしょう。しかし、これだけでは今、人々

の間に広がっている「恐れ」に対してはあまり助けにはなりません。 

「愛には恐れがありません。全き愛は、恐れを締め出します。」（l ヨハネ 4;18）この聖書

の言葉は、ローマでペストが蔓延した紀元 1 世紀、迫害下にあったキリスト信者の生き様

を想起させてくれます。彼らも「感染の恐怖」に怯えていたことでしょうが、主イエスをよ

みがえらせた方は、信じる者たちをもイエスと共によみがえらせてくださるという信仰に

固く立った彼らは、主の愛に押し出され、家族からも見放され路上に捨てられたペスト患者

をケアしたのです。この愛が、あのローマを揺るがすきっかけになったと言われています。 

危機的な状況の今、主が全てを統治なさっているという確信に立って、このお方を礼拝し、

喜び、主の証人として生きることが私たちに求められているのではないでしょうか。 
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